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令和３年度 第１回総合教育会議 

 

 

 

開催日時：令和３年１１月１０日（水）１６：００～１６：５５ 

場所：岡垣町役場新館２階庁議室 

出席者： 

＜岡垣町総合教育会議構成員＞ 

町長 門司晋、教育長 佐々木敏幸、教育委員 花田悦子、教育委員 細山田直美、教育

委員 占部義和、教育委員 福山康憲 

＜事務局＞ 

企画政策室長 高山昌文、企画政策室課長補佐 早川篤志 

教育総務課長 中山朝雄 

生涯学習課長 神谷昌宏 

 

議題： 

（１）岡垣町教育基本構想の策定について 

（２）教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策に関する意見交換 

 

 

議事録 

１．開会 

（１）町長あいさつ 

門司町長：皆様こんにちは、本日はお集まりいただきありがとうございます。私は、本年

１月に町長に就任し、現場主義と対話をモットーにしており、学校についても何か問

題があれば直接足を運び確認してきました。特に英語教育については関心があり、中

学校の授業風景を視察しましたが、授業のテンポも速く驚きました。また、先日、各

小学校の５・６年生に話をする機会をいただきました。メモをとる児童や積極的に質

問する児童もいれば、無関心な児童もいて、先生方の苦労を知ることができました。

その他、各学校施設も老朽化しているため、財政が厳しい中ではありますが対応して

いきたいと考えています。今後については、そろそろ学校の配置を考えないといけな

いと思っています。現在の財政状況は福祉にかかる扶助費が増大し、投資的経費を超

えている状況であり、教育関係にどのように配分するのかが課題です。今後も皆さん

からのご意見をいただきながら進めていきたいと考えていますので、ご協力をお願い

いたします。 
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２．議事 

（１）岡垣町教育基本構想の策定について 

教育総務課長（中山）：教育基本構想について説明（概要は次のとおり） 

・ 本年７月の教育委員会から検討を始め、今年度中に策定を終える予定 

・ 計画期間は、令和４年度から令和１３年度の１０年間 

・ 現段階では、町の教育を取り巻く現状と課題、輝き・誇り・つながりで構成する基本

理念、６つの基本方針、学校・家庭・地域・行政の役割案を作成 

企画政策室長（高山）：教育基本構想の説明がありました。教育委員会で作成されたもので

ありますので、町長からの意見が中心になるかと思います。 

門司町長：今回は、総合計画の計画期間と揃っていないが、他の計画も総合計画の期間と

合わせているため、次回は１年早く策定作業をしていただきたい。 

教育総務課長（中山）：教育委員会で検討します。 

門司町長：基本方針の「教育環境・基盤を整備します」の中で、老朽化した学校・社会教

育施設を改修するとあるが、先ほどもお話しした通りもう少し言葉を加えていただき

たい。 

企画政策室長（高山）：その他、ご意見等ございませんか。なければ次の議題に移ります。 

 

（２）教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策に関する意見交換 

企画政策室長（高山）：これより、教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき

施策に関する意見交換の時間とします。 

佐々木教育長：町の厳しい財政状況は理解しています。私は、教育と福祉についてはまち

づくりにとって重要であると考えており、今後も町からの財政的な支援をいただきた

いと思います。また、施設も老朽化しているため、対策について一緒になって考えた

いと思っています。 

花田委員：町内の児童・生徒も１０年後になると大きく減ることが予想され、学校につい

て本気で考える時機であると思います。学校の再編などは、地域にも早めに伝える必

要があると思います。今回、町長が各小学校に来ていただきよかったと思います。今

後は、岡垣町の特色ある教育などの発信が必要であると考えています。現在、学校の

先生方で主幹教諭を目指す先生が増えるなど、先生の意識も上がっており、学力アッ

プのためには良いことであると思います。しかし、課題を持つ家庭が増えていること

が課題であり、スクールソーシャルワーカーなどを充実しないと教員が疲弊するので

はないかと心配しています。町では、いち早く子ども家庭総合支援拠点を設置してい

ただいているので、今後は社会福祉法人などの民間も使って対応する必要があると思

います。 

門司町長：現在、要保護児童対策地域協議会には１００を超えるケースを抱えています。

私も子ども食堂に訪問したことがありますが、家庭教育の必要性を実感しています。 
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花田委員：今は、子どもに対し生きる力を育む教育が必要だと思います。 

佐々木教育長：町長に学校に来ていただいたが、町長や町に興味を持つ児童が増えるし、

教職員の士気も上がります。ぜひ続けていただきたいと思います。 

細山田委員：現在、特別支援クラスも増え、先生も負担が増えています。人員の手当ても

必要だと思います。また、１クラスあたりの児童・生徒数も少ない方がいいと思いま

す。 

企画政策室長（高山）：その他、ご意見等ございませんか。なければ、本日の総合教育会議

を閉じます。 

 


